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(30ｋｍ） 

ハノイ中心部 

ホアラック 
ハイテクパーク 
（1568ha) 

資料：Hoa Lac Hi-Tech Park Management Board, “HOA LAC HI-TECH PARK” 

タンロン高速
道路（開通） 

建設省所管 
（1200ha) 

ベトナム 

国家大学 

ハノイ校 

(1000ha) 

１ 日越大学の立地‐ハノイ市ホアラック 
（HHTP（ハイテクパーク）、VNU, Hanoi（ベトナム国家大学 
ハノイ校）移転予定地及び市内サテライト・キャンパス） 

市内サテライト 
キャンパス 
（VNU内、 

日越センター構想） 
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（参考） ホアラック立地 
(HHTPとVNU, Hanoi) 

建設省提示地域(以前）
（35ha(~50ha)、未調整) 

VNU, Hanoi 

ベトナム国家大学ハノ
イ校移転予定地 

HHTP 
ホアラック・ハイテクパーク 

HHTP展開 
（調整中） 

30～60ha 
HHTP提示 

VNU展開 
(60ha程度） 

） 



• 国際水準の大学：日本の有力大学に留学しうる
質の高い教育 

• リーダーの育成：ベトナムの発展と両国関係の
促進をけん引する人材の養成： 

• 高度な実務的専門家・技術者の育成：日本の技
術や経験をベースとした実践的教育 

• 両国相互理解の拠点 
• 現行の両国の大学間の協力を踏まえること 
• 個々の大学のイニシアティブを尊重すること 

• 日本語ベースでの講義と人材育成の実施（英語
も併用） 

 
 

 

２ 日越大学の基本方針 
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３ 大学の教育内容の特色 

• リベラルアーツ（基礎教養）教育 

• 実務的で魅力のある講座 

• コミュニティ形成指向の教育・研究 

• 多様なニーズに応える大学サービス 

• 日本流の人材育成と企業への就職斡旋 

• 日本語教育環境 

• 英語教育の徹底とグローバル教育の推進 

• 設備、ICT、カリキュラム等の先進的教育・研
究 
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 ４ 日越大学の構成 
ベトナム国家大学ハノイ校の傘下で設立 

社会インフラ・ 
エンジニアリング系 

 環境・バイオ・医療・ 
生命科学系ｌ 

 企業経営・ 
マネジメント系   

ベトナム側 
 

ベトナム国家大学ハノイ校 
（他の大学とも連携） 

 
日本側(大学コンソーシアム） 

東京大学、京都大学、筑波
大学、大阪大学、名古屋大
学、立命館大学、近畿大学、
拓殖大学、北陸先端科技大
学院大学、早稲田大学等 
事務局：大学・ＪＶＥＦ 

担当
大学 

担当
大学 

担当 
大学 

日本科・日本語・文化・ 
公共政策系 

使用言語 
 

ベトナム語 
日本語 
英語 

担当 
大学 

 学群（自然科学・人文社会科学）を基本とする総合大学・大学院 

ナノ・情報・ 
遠距離通信系 



５  学群(Groups of Science) 
4学群、12学系＋リベラル・アーツ 

A1 
A2 

A3 

B1 

B2 

B3 

C3 

C2 C1 

D1 

D2 

D3 

Biological and Environmental Sciences  
A1 

A2 

A3 

Advanced Material, Pharmacological and Nano-Sciences 

Public Health Management, Medical 
Support Sciences , Regenerative Medicine 

B1 

B3 

B2 

Anthropology, Arts and 
Culture,  Design and 

Architecture  

Geography,  Area 
Studies, Urban 
and Regional 

Planning  

International 
Law and Policy 

Science  

Group of  HUMAN SCIENCE 

Group of BIO-MEDICAL SCIENCE 

D1 
Tourism, Hospitality 

and Heritage 
Management 

D2 MNCs, SMEs and 
Collective Enterprise 

Management 

Freight, Logistics and 
Supply Chain 
Management 

D2 

C1 

Group of  MANAGEMENT SCIENCE 

Group of ENGINEERING  SCIENCE 

Energy, Transport,  
Lifelines and 

Infrastructure 
Technologies 

C2 
Robotics, Automotive 

and Marine 
Engineering 

C2 NEMS/MEMS, Informatics and Telematic Technologies  

備考：各学群は 
3専攻   で構成。 

リベラｌル 
アーツ 

各学群の 
専門基礎  

C群 

B
群

 

A群 

D
群

 

例
示 

VJU 



 

 

 

 

６ 日越大学の機構 
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ＶＪＵ 
大学過程 

4年 

大学院 
博士3年 

修士2年 

高等専
門学校 

5年（例） 

編入 

企業等の研究所 

・試験・調査機関
等 

企業等の人材 
育成機関・ 
研修所等 

大学内研
究所 

（センター
等） 
・ 

日本語・ 

日本文化
センター 

講師・研究者等
派遣 

教員の育成 
講師等の派遣 

各種学校・ 
人材育成 
機関 

連携 

日越大学 
VNU, Hanoi傘下 大学 

ファンド 
(仮称） 

サポート・サービス提供 



７ 日越大学の特色：施設・設備 

• 本部棟（研修施設・展示施設(Museum)等）：ＶＮＵ 
• 大学・学部棟：ＨＨＴＰ⇒ＶＮＵ 
• 大学院・研究科棟：ＨＨＴＰ⇒ＶＮＵ 
• サテライト・キャンパス：ハノイ市内（VNU, Hanoiのキャンパス内(候補地））  
• 図書館（24時間対応、電子図書館を含む）：ＶＮＵ 

• 学生交流センター（日越レストラン・食堂、中小会議場、店舗等）：ＨＨＴＰ、
ＶＮＵ及びサテライトキャンパス 

• 産学連携センター（実務研修・訓練センター）：ＨＨＴＰ 
• 新規事業振興センター（インキュベーター・センター）：ＨＨＴＰ 

• 大学ホール（講堂、大規模イベント・会議会場）：ＶＮＵ、サテライト・キャンパ
ス 

• 青少年科学技術館：ＨＨＴＰ 
• 産業工業館（実学志向）：ＨＨＴＰ 
• 各種の運動場・スポーツセンター：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 
• 研究者・教師・講師の長期宿泊施設及び学生宿舎等：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 
（注）HHTP: ホアラック・ハイテクパークに立地、VNU:VNU, Hanoi 移転用地に立地。 
    

9 



  

ＶＪＵ－サステイナビリティ大
学院開校（大学院修士課程） 

・学部準備講座開講 

・実務向け人材育成プログラム開
始 

施設：ハノイ市内借受け 

施設建設中：市内サテライト校舎
及びホアラック施設 

学生数：160名程度(大学院）、日
本語研修、実務的人材育成 

大学院博士課程・大学学部
の順次開設・準備 

・分野別講座・研究科の整備 

・研究所、産学連携施設等の
開設 

・各種人材育成プログラム・訓
練コースの拡充 

・フォーラム・シンンポジウム
等の主催 

施設：ホアラック・キャンパス
順次稼働、市内サテライト・
キャンパス稼働 

学生数：1000名~(内大学院
700名程度） 

日越大学の総合大学（・学部）4系
（人文社会系・自然科学系）体制の
確立 

・研究所、産学連携施設等の拡充 

・各種人材育成プログラム・訓練
コースの拡充 

・フォーラム・シンポジウム等の開
催 

 

施設：ホアラック（ＶＮＵキャンパス、
ＨＨＴＰキャンパス）、市内サテライ
ト・キャンパス 

学生数：6000名程度(大学院2400
名程度を含む）、多数の実務研修
生・研究所等のスタッフ等 

８ 日越大学建設の考え方 

2016年開校 

2020年頃 

2025年頃 



９ 当面の課題 

１．ベトナム政府の「円借款」要請 

２．日越大学に相応しいキャンパス用地：日越協力
の象徴、優れた教授、研究者及び有識者が集ま
る国際水準の大学 

３．大学運営の継続性（運営・財務・優秀な学生の
確保等）：日越両国で協力して設立するＶＮＵ傘
下の「ベトナムの大学」 

４．日本の大学の教員・研究者派遣：日本の有数
の大学のコンソーシアム結成と産学官連携によ
る効果的運営 
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